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【手続補正書】
【提出日】平成26年6月13日(2014.6.13)
【手続補正１】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）分散したポリマー粒子の形の、水に不溶性のポリマーＰ、当該ポリマーＰは、エ
チレン性不飽和モノマーＭの重合によって得られるものであり、及び
　（ｂ）硼酸及び／又は硼酸の少なくとも１種の塩、
を含有する水性結合剤組成物であって、
　前記モノマーＭが、
・少なくとも１種の僅かに水溶性の中性のモノエチレン性不飽和モノマーＭ１を、モノマ
ーＭの全量に対して、９０～９９．９質量％、及び
・少なくとも１種のモノエチレン性不飽和モノマーＭ２を、モノマーＭの全量に対して０
．１～１０質量％、前記モノマーＭ２は、ビシナルなＣ原子と結合した少なくとも２個の
ヒドロキシル基を有するモノエチレン性不飽和モノマー、及び加水分解によってビシナル
なＣ原子と結合した２個のヒドロキシル基に変えることができる官能基を有するモノエチ
レン性不飽和モノマーから選択されるものであり、
を含み、
　前記少なくとも１種のモノマーＭ１が、モノエチレン性不飽和Ｃ３～Ｃ８－モノカルボ
ン酸及びＣ４～Ｃ８－ジカルボン酸とＣ１～Ｃ３０－アルカノールのエステル及びジエス
テル、ビニルアルコール又はアリルアルコールとＣ１～Ｃ３０－モノカルボン酸のエステ
ル、ビニル芳香族、モノエチレン性不飽和Ｃ３～Ｃ８－モノカルボン酸及びＣ４～Ｃ８－
ジカルボン酸とＣ１～Ｃ３０－アルキルアミン又はジ－Ｃ１～Ｃ３０－アルキルアミンの
アミド及びジアミド並びにその混合物から選択される、前記水性結合剤組成物。
【請求項２】
　前記モノマーＭ２が、ビシナルなＣ原子と結合した少なくとも２個のヒドロキシル基を
有するモノエチレン性不飽和モノマーから選択される、請求項１に記載の水性結合剤組成
物。
【請求項３】
　前記モノマーＭ２が一般式Ｉ：
【化１】

のモノマーから選択され、
前記式中、
Ｒ１は水素又はメチルを表し、
Ｒ２は水素又はＣＯＯＨを表し、
ＸはＯ、ＮＲ３、ＣＨ２Ｏ、ＣＨ２ＮＲ３、Ｃ（＝Ｏ）Ｏ又はＣ（Ｏ）ＮＲ４を表すが、
その際最後に挙げた４個の基中の炭素原子はＲ１を有する炭素原子と結合しており、ここ
でＲ３は水素、Ｃ１～Ｃ４－アルキル又は基Ｚ－Ｙ－Ａを表し、Ｒ４は水素、Ｃ１～Ｃ４

－アルキルを表し、
ＡはＣ２～Ｃ２０－アルキレン又は基－Ｒ５－Ｏ－［－Ｒ５－Ｏ－］ｘ－Ｃ２～Ｃ２０－
アルキレンを表すが、ここでＲ５はＣＨ２ＣＨ２又はＣ３Ｈ６を表し、ｘは０～２０の整
数を表し、
Ｙは化学結合、Ｏ又はＮＲ６を表すが、ここでＲ６は水素又はＣ１～Ｃ４－アルキルを表
すか又は
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Ａ－Ｙは化学結合又はＣＨ２を表し、
Ｚは式Ｚ１又はＺ２：
【化２】

の基を表すが、ここで
ＱはＣ（Ｏ）又はＣＨ２を表し、
Ｚ’は水素又はモノサッカライド基もしくはオリゴサッカライド基を表し、
Ｒ７は水素又はメチルを表す、請求項１又は２に記載の水性結合剤組成物。
【請求項４】
　前記モノマーＭがさらに、少なくとも１種のモノエチレン性不飽和モノマーＭ３を含有
し、当該Ｍ３は、カルボキシレート基又はカルボキサミド基を少なくとも１つ有するもの
であり、
　前記Ｍ３がモノエチレン性不飽和Ｃ３～Ｃ８－モノカルボン酸及びモノエチレン性不飽
和Ｃ３～Ｃ８－モノカルボン酸の第一級アミドから選択される、請求項１から３までのい
ずれか１項に記載の水性結合剤組成物。
【請求項５】
　前記モノマーＭが更に、モノエチレン性不飽和Ｃ３～Ｃ８－モノカルボン酸のヒドロキ
シ－Ｃ２～Ｃ４－アルキルエステル、モノエチレン性不飽和Ｃ３～Ｃ８－カルボン酸とポ
リオキシ－Ｃ２～Ｃ４－アルキレンエーテルのモノエステル及び少なくとも１個の尿素基
を有するモノエチレン性不飽和モノマーから選択される少なくとも１種のモノマーＭ４を
含む、請求項１から４までのいずれか１項に記載の水性結合剤組成物。
【請求項６】
　前記成分（ａ）の水に不溶性のポリマーがラジカル水性乳化重合により得られる、請求
項１から５までのいずれか１項に記載の水性結合剤組成物。
【請求項７】
　ポリマー粒子の平均粒径がＩＳＯ１３３２１による光散乱により測定して０．０３～１
．５μｍの範囲である、請求項１から６までのいずれか１項に記載の水性結合剤組成物。
【請求項８】
　前記成分（ｂ）が、硼酸及び２０個までの硼素原子を有するオルト硼酸又はオリゴ硼酸
のアルカリ金属塩、アルカリ土類金属塩、アンモニウム塩、アルキルアンモニウム塩及び
ヒドロキシアルキルアンモニウム塩から選択される、請求項１から７までのいずれか１項
に記載の水性結合剤組成物。
【請求項９】
　前記成分（ｂ）を、水に不溶性のポリマーに対して０．１～１０質量％の量で含有する
、請求項１から８までのいずれか１項に記載の水性結合剤組成物。
【請求項１０】
　粉末の形の請求項１から９までのいずれか１項に定義される水に不溶性のポリマー及び
硼酸及び／又は硼酸の少なくとも１種の塩を含有する固体結合剤組成物。
【請求項１１】
　Ａ）エチレン性不飽和モノマーＭの重合により水に不溶性のポリマーの水性分散液を製
造する工程と、



(4) JP 2013-534946 A5 2014.7.31

　Ｂ）硼酸及び／又は硼酸の少なくとも１種の塩を工程（Ａ）で得られたポリマー分散液
に又はその製造の間に添加する工程と、
を含む、請求項１から１０までのいずれか１項に記載の水性結合剤組成物の製法。
【請求項１２】
　エチレン性不飽和モノマーＭの重合により得られ、
前記モノマーＭが、
・少なくとも１種の僅かに水溶性の中性のモノエチレン性不飽和モノマーＭ１を、モノマ
ーＭの全量に対して、９０～９９．９質量％、
　当該モノマーＭ１は、モノエチレン性不飽和Ｃ３～Ｃ８－モノカルボン酸及びＣ４～Ｃ

８－ジカルボン酸とＣ１～Ｃ３０－アルカノールのエステル及びジエステル、ビニルアル
コール又はアリルアルコールとＣ１～Ｃ３０－モノカルボン酸のエステル、ビニル芳香族
、モノエチレン性不飽和Ｃ３～Ｃ８－モノカルボン酸及びＣ４～Ｃ８－ジカルボン酸とＣ

１～Ｃ３０－アルキルアミン又はジ－Ｃ１～Ｃ３０－アルキルアミンのアミド及びジアミ
ド並びにその混合物から選択されたものであり、及び
・少なくとも１種のモノエチレン性不飽和モノマーＭ２を、モノマーＭの全量に対して０
．１～１０質量％、
　当該Ｍ２は、ビシナルなＣ原子と結合した少なくとも２個のヒドロキシル基を有するモ
ノエチレン性不飽和モノマーから選択されたものであり、
を含む、水に不溶性のポリマーＰの水性ポリマー分散液。
【請求項１３】
　モノマーＭ２が一般式Ｉ：

【化３】

のモノマーから選択され、
前記式中、
Ｒ１は水素又はメチルを表し、
Ｒ２は水素又はＣＯＯＨを表し、
ＸはＯ、ＮＲ３、ＣＨ２Ｏ、ＣＨ２ＮＲ３、Ｃ（＝Ｏ）Ｏ又はＣ（Ｏ）ＮＲ４を表すが、
その際最後に挙げた４個の基中の炭素原子はＲ１を有する炭素原子と結合しており、ここ
でＲ３は水素、Ｃ１～Ｃ４－アルキル又は基Ｚ－Ｙ－Ａを表し、Ｒ４は水素、Ｃ１～Ｃ４

－アルキルを表し、
ＡはＣ２～Ｃ２０－アルキレン又は基－Ｒ５－Ｏ－［－Ｒ５－Ｏ－］ｘ－Ｃ２～Ｃ２０－
アルキレンを表すが、ここでＲ５はＣＨ２ＣＨ２又はＣ３Ｈ６を表し、ｘは０～２０の整
数を表し、
Ｙは化学結合、Ｏ又はＮＲ６を表すが、ここでＲ６は水素又はＣ１～Ｃ４－アルキルを表
すか又は
Ａ－Ｙは化学結合又はＣＨ２を表し、
Ｚは式Ｚ１又はＺ２：
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【化４】

の基を表すが、ここで
ＱはＣ（Ｏ）又はＣＨ２を表し、
Ｚ’は水素又はモノサッカライド基もしくはオリゴサッカライド基を表し、
Ｒ７は水素又はメチルを表す、請求項１２に記載の水性ポリマー分散液。
【請求項１４】
　前記モノマーＭが少なくとも１個のカルボキシレート基又はカルボン酸アミド基を有す
る少なくとも１種のモノエチレン性不飽和モノマーＭ３を含み、当該モノマーＭ３が、モ
ノエチレン性不飽和Ｃ３～Ｃ８－モノカルボン酸、及びモノエチレン性不飽和Ｃ３～Ｃ８

－モノカルボン酸の第一級アミドから選択される、請求項１２又は１３に記載の水性ポリ
マー分散液。
【請求項１５】
　前記モノマーＭが更に、モノエチレン性不飽和Ｃ３～Ｃ８－モノカルボン酸のヒドロキ
シ－Ｃ２～Ｃ４－アルキルエステル、モノエチレン性不飽和Ｃ３～Ｃ８－カルボン酸とポ
リオキシ－Ｃ２～Ｃ４－アルキレンエーテルのモノエステル及び少なくとも１個の尿素基
を有するモノエチレン性不飽和モノマーから選択された少なくとも１種のモノマーＭ４を
含む、請求項１２から１４までのいずれか１項に記載の水性ポリマー分散液。
【請求項１６】
　前記成分（ａ）の水に不溶性のポリマーがラジカル水性乳化重合により得られる請求項
１２から１５までのいずれか１項に記載の水性ポリマー分散液。
【請求項１７】
　ポリマー粒子の平均粒径がＩＳＯ１３３２１による光散乱により測定して０．０３～１
．５μｍの範囲である、請求項１２から１６までのいずれか１項に記載の水性ポリマー分
散液。
【請求項１８】
　請求項１２から１７までのいずれか１項に記載の水性ポリマー分散液の１つを乾燥させ
て粉末にし、次いで該粉末と固体硼酸又は硼酸の塩とを混合することによって得られる、
固体の粉末状結合剤組成物。
【請求項１９】
　請求項１から１０まで又は１８のいずれか１項に記載の結合剤組成物を含有する、塗料
、接着剤又はシーラントの形の組成物。
【請求項２０】
　請求項１から７までのいずれか１項に記載の水に不溶性のポリマーと硼酸又は硼酸の塩
とを含有する、ポリマー強化不織物。
【請求項２１】
　少なくとも１種の無機の水硬結合性結合剤と請求項１から１０まで又は１８のいずれか
１項に記載の少なくとも１種の結合剤組成物とを含有する、水硬結合性結合剤組成物。
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